
 

 

 

News Release 

2017年 3月 15日 

株式会社ジェイコム八王子 

 

 

八王子の小学 6年生卒業前最後の熱戦！！ 

特別番組『J:COM カップ八王子ミニバスケットボールフェスティバル 2017』 

3月 18日（土）・19日（日）に「J:COMチャンネル八王子」で放送！ 
 

 
 

株式会社ジェイコム八王子（J:COM 八王子、所在地：東京都八王子市、代表取締役社長：蒲原 正之）は、

「第 6回 J:COMカップ八王子ミニバスケットボールフェスティバル」の模様を、コミュニティチャンネル｢J:COM

チャンネル八王子（地デジ 11ch）｣の特別番組として 3月 18日（土）・19日（日）のいずれも 19：00より放送し

ます。 

J:COM 八王子は、子供たちの健全育成と地域社会への貢献を目的として、2012年より本大会を開催。昨

年より、本大会は八王子ミニバスケットボール連盟 J:COMカップ実行委員会の主催となり、今回で第6回と

なります。 

今年は2月26日(日)に開催され、八王子ミニバスケットボール連盟に所属する小学6年生135人が男子4チー

ム、女子6チームに分かれ、10試合を戦いました。できるだけ多くの選手が出場し、試合を楽しんでもらいた

いとの主旨から、優勝チームは決定せず、全選手の中から「MVP」を男女各1名、そして各チームから「優秀

選手賞」を1名ずつの合計12名を選出し表彰しました。 

「MVP」には、攻守のバランスが良く、チームの勝利に大きく貢献した小山瞬資（こやま しゅんすけ）選手と鶴

丸聖奈（つるまる せいな）選手が選ばれました。また、優秀選手の中には、小学6年生ながら178cmの長身

を生かし豪快なダンクシュートを決めるなど、今後の成長が期待される森美麗（もり みれい）選手をはじめ、

プロバスケットボール選手や日本代表を夢見る選手も多く、大人顔負けのプレーが続出し、見応えある熱戦

が繰り広げられました。さらに、下級生、保護者、コーチも参加して、各所属チームによる楽しいパフォーマン

スショーも行われました。 

小学6年生にとっては、卒業前最後の試合となり、閉会式ではこれまでの思い出がこみ上げ、思わず涙を流

す選手の姿もありました。 

このフェスティバルの模様は、「J:COMチャンネル八王子（地デジ11ch）」の特別番組として、「男子編」は、3

月18日（土）19:00～、「女子編」は、3月19日（土）19:00～放送いたします。 

J:COM 八王子は、今後も地域イベントの開催や番組放送を通じ、地域の活性化に向け貢献してまいります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組タイトル 特別番組『J:COM カップ八王子ミニバスケットボールフェスティバル 2017』(90分番組) 

放送日時 

＜初回放送＞ 

男子編：2017年 3月 18日（土） 19:00～20:30 

女子編：2017年 3月 19日（日） 19:00～20:30 

＜再放送＞ 

男子編：2017年 3月 25日（土） 19:30～21:00 

女子編：2017年 3月 26日（日） 19:30～21:00 

※放送スケジュールおよび内容は予告なく変更となる場合があります。 

視聴可能エリア J:COM 八王子（東京都八王子市、あきる野市、日の出町の一部）のサービスエリア 

視聴可能世帯数 約 141,100世帯 （2017年 1月末現在） 

チャンネル番号 J:COMチャンネル八王子 （地上デジタル 11ch） 

 

J:COMチャンネルについて 

「J:COM チャンネル」は、地域密着のオリジナルチャンネルです。J:COM の有料サービスへの加入・未加入を問わず、

無料で視聴できます。「ジモト、大好き。」をキャッチコピーに、イベントやおすすめスポット・歴史・自然など、地域の情報

を発信します。また、地震速報・気象情報や行政情報も、迅速・正確に伝えます。 

（チャンネル番号：地上デジタル 11ch） 

 

株式会社ジェイコム八王子について   

株式会社ジェイコム八王子（J:COM 八王子、所在地：東京都八王子市、代表取締役社長：蒲原 正之）は、東京都八王

子市において、ケーブルテレビ、高速インターネット接続、固定電話、電力、モバイル等を提供しているケーブルテレビ運

営会社です。株式会社ジュピターテレコム（J:COM）のグループ会社として、先進性のある高品質な情報・エンターテイン

メントを提供するサービスを通じ、地域社会の発展に寄与することを目指しています。 

 

【番組概要】 

優秀選手賞 10名（右端が森美麗選手） MVP小山瞬資選手と、鶴丸聖奈選手 


